
　

京
都
市
で
は
、
イ
ベ
ン
ト
か
ら

出
る
ご
み
の
減
量
や
参
加
者
の

環
境
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、

本
市
が
エ
コ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

認
定
す
る
登
録
制
度
や
リ
ユ
ー

ス
食
器
導
入
費
用
へ
の
助
成
な

ど
の
支
援
策
を
設
け
て
い
ま
す
。

　

エ
コ
化
を
進
め
る
最
初
の
一

歩
！
エ
コ
に
取
り
組
む
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
は
、「
京
都
市
認
定

エ
コ
イ
ベ
ン
ト
」
に
申
請
し
、
そ

の
登
録
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

問
右
京
エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

☎
366
・
０
１
９
０

イベントのエコ化を推進するための
5つのポイント

　

毎
週
金
曜
日
13
時
〜
17
時
、
右

京
区
役
所
１
階
ま
ち
づ
く
り
交

流
拠
点
「
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
に

て
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
情
報

や
活
用
で
き
る
制
度
、
ま
た
活
動

で
得
ら
れ
た
教
訓
を
案
内
し
、
区

民
と
区
民
を
つ
な
げ
る
「
ま
ち
づ

く
り
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
」が
、ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相

談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ま
ち

づ
く
り
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
の
山
田

大
地
が
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

方
々
の
生
の
声
を
「
コ
ン
シ
ェ
ル

ジ
ュ
通
信
」で
お
届
け
し
ま
す
！

　

現
在
、
右
京
区
で
は
、
毎
月
第

３
水
曜
日
の
18
時
半
よ
り
、「
Ｍ

Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
」
で
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
心
の
あ
る
方
が
集
ま
り

議
論
・
交
流
す
る
「
ま
ち
づ
く
り

キ
ャ
ン
バ
ス
＠
右
京
」
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
右
京
区
が
活
動
に
対
し

て
補
助
を
行
う
「
ま
ち
づ
く
り
支

援
制
度
」
で
は
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
通
じ
団
体
同
士
が
交

流
を
深
め
て
い
ま
す
。
学
生
ま
ち

づ
く
り
団
体
で
結
成
さ
れ
た
「
右

京
区
学
生
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
で
は
、
大
学
の
枠
を
越

え
て
学
生
団
体
が
交
流
や
連
携

を
す
る
こ
と
で
、
活
動
の
底
上
げ

が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
通
信
」
で

は
、
活
動
の
中
で
話
し
合
わ
れ
て

い
る
ト
ピ
ッ
ク
を
ご
紹
介
。
皆
さ

ま
と
一
緒
に
右
京
区
に
つ
い
て

考
え
て
い
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
皆

さ
ま
も
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
！

　

地
域
の
皆
さ
ま
の
ま
ち
づ
く

り
活
動
を
資
金
面
で
サ
ポ
ー
ト

す
る
「
右
京
区
ま
ち
づ
く
り
支
援

制
度
」
。
助
成
金
を
受
け
る
団
体

は
、
書
類
審
査
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
で
選
考
し
て
い
ま

す
。
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、
６
月
３
日
（
水
）
と
12
日
（
金
）

に
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
緊
張

感
が
漂
い
な
が
ら
も
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
を
披
露
す
る
団
体
も
あ

り
、
熱
気
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
し

た
。

　

「
地
域
力
向
上
枠
」
17
事
業
、

「
大
学
・
学
生
枠
」
12
事
業
が
決
定

し
、「
安
心
・
安
全
枠
」
は
、
７
月
中

旬
に
決
定
予
定
で
す
。

　

各
事
業
の
内
容
は
、
本
紙
面
で

順
次
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

問
地
域
力
推
進
室　

総
務
・
防
災

担
当　

☎
861
・
１
７
８
４

　

阪
急
西
京
極
駅
前
広
場
が
再

整
備
さ
れ
、
６
月
18
日
（
木
）
に
完

成
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
再
整
備
事
業
は
、
区
役

所
の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
連
携
し
て
、
西
部
土
木
事
務

所
が
実
施
し
た
も
の
で
、
地
域
の

皆
さ
ん
、
周
辺
企
業
の
方
々
の
意

見
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

見
通
し
が
悪
か
っ
た
駅
南
側
部

分
に
ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
や
緑
地
帯

を
設
け
、
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
花
も
植

え
ら
れ
た
遊
歩
道
が
新
し
く
で

き
、
安
全
で
良
好
な
歩
行
空
間
が

生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
以
前
植

え
ら
れ
て
い
た
ケ
ヤ
キ
を
材
料

に
、
京
都
光
華
女
子
大
学
の
学
生

の
皆
さ
ん
が
製
作
さ
れ
た
ベ
ン

チ
も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
周

辺
企
業
か
ら
の
寄
付
を
募
り
、
周

辺
案
内
板
と
時
計
塔
を
京
都
市

に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

京
都
が
誇
る
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
拠
点
、
西
京
極
総
合
運

動
公
園
の
玄
関
口
に
ふ
さ
わ
し

い
広
場
が
誕
生
し
ま
し
た
。
新
し

く
な
っ
た
阪
急
西
京
極
駅
前
広

場
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

西
京
極
駅
前
広
場
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
！

その❶　ごみの発生を抑え、リサイクルを進め
よう

その❷　省エネルギー・省資源をめざそう
その❸　グリーン購入に取り組もう
その❹　環境に配慮し、交通手段を考えよう
その❺　参加者の環境意識を高めよう

　

川
の
源
を
想
像
し
て
み
ま
し
ょ

う
。
目
の
前
を
流
れ
る
川
が
ど
ん

な
に
大
き
く
て
も
、
そ
の
始
ま
り

は
た
っ
た
少
し
の
湧
水
で
す
。
そ

の
湧
水
が
流
れ
出
て
、
大
小
さ
ま

ざ
ま
な
川
と
合
流
し
、
大
河
と
な

り
ま
す
。
川
が
合
流
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
人
と
人
と
の
出
会
い
を

表
し
て
い
る
の
で
す
。
子
ど
も
た

ち
も
色
々
な
出
会
い
を
し
、
経
験

を
積
み
重
ね
、
大
人
へ
と
成
長
し

ま
す
。

　

川
も
人
も
色
々
な
出
会
い
、
体

験
を
繰
り
返
し
、
周
り
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
存
在
に
成
長
し

て
ゆ
く
の
で
す
。」

　

皆
様
も
河
川
美
化
へ
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

問
地
域
力
推
進
室
ま
ち
づ
く
り
推

進
担
当　

☎
861
・
１
２
６
４

〜
夏
の
京
北
を
楽
し
も
う
〜

◆
京
北
夏
ま
つ
り

　

毎
年
多
く
の
皆
さ
ま
で
賑
わ
う

京
北
夏
ま
つ
り
。
今
年
は
京
都
市

と
の
合
併
10
周
年
を
記
念
し
、
和

太
鼓
・
踊
り
・
花
火
大
会
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。

日
８
月
16
日
（
日
）
18
時
15
分
〜

22
時
所
道
の
駅
「
ウ
ッ
デ
ィ
ー
京

北
」前
広
場
（
雨
天
時
：
京
北
第
一

小
学
校
）主
催
京
北
夏
ま
つ
り
実

行
委
員
会
問
京
北
自
治
振
興
会　

☎
852
・
０
０
０
１

◆
小
塩
上
げ
松

　

豊
作
、無
病
息
災
、防
火
祈
願
で

始
ま
っ
た
京
都
府
無
形
民
俗
文
化

財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
炎
の

祭
典
で
す
。
檜
の
燈
籠
木
（
と
う

ろ
ぎ
）
と
呼
ば
れ
る
15
ｍ
の
丸
柱

に
、
直
径
２
ｍ
高
さ
４
ｍ
の
「
も

じ
」と
呼
ば
れ
る
か
ご
を
付
け
、杉

葉
な
ど
を
つ
め
て
巨
大
な
松
明
と

し
、「
も
じ
」
を
め
が
け
て
火
が
つ

い
た
松
明
を
投
げ
入
れ
て
妙
技
を

競
い
ま
す
。
夜
空
に
炎
が
美
し
い

軌
跡
を
描
き
、
祭
り
の
終
わ
り
に

活動を共有しコラボレーション
が生まれてくるのは、うれしいこ
とですね。
一生懸命活動に取り組
んでいただくことで、さ
らに新しい人たちをま
きこんでいきましょう。

花
降
る
里
け
い
ほ
く

は
倒
れ
た
柱
か
ら
炎
の
滝
が
流
れ

ま
す
。

日
８
月
22
日
（
土
）
20
時
（
雨
天
中

止
）所
京
北
小
塩
町
日
吉
神
社
東

向
※
指
定
さ
れ
た
観
賞
範
囲
内
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
問
小
塩
上
げ
松

保
存
会（
水
木
宅
）

☎
853
・０
７
０
６　

携
帯
090
・４
６
４
４
・９
９
０
２

希
望
さ
れ
る
主
催
者
の
方
に

「
京
都
市
認
定
エ
コ
イ
ベ
ン
ト

登
録
証
」
を
お
渡
し
し
ま
す
。

　

右
京
区
で
は
、
平
成
25
年
度
か

ら
７
月
を
「
右
京
区
河
川
美
化
推

進
月
間
」と
定
め
、右
京
の
歴
史
や

文
化
を
育
ん
で
き
た
河
川
の
恩
恵

を
見
つ
め
直
し
、
よ
り
豊
か
で
美

し
い
水
辺
環
境
を
後
世
に
継
承
し

て
い
く
た
め
に
、
積
極
的
な
美
化

活
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
右
京
区
河
川
美
化
推
進

協
議
会
の
荒
木
会
長
か
ら
川
へ
の

思
い
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

「
川
は
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
て

い
ま
す
、人
生
も
川
と
同
じ
だ
と
。

右京区河川
美化推進協議会
荒木章夫会長

周
山

下
黒
田

宮

井戸

日吉神社
社務所

京北夏まつり会場
（ウッディー京北）

小塩上げ松会場（日吉神社東向）

常照皇寺
162

477

370

N

京
都
市
エ
コ
イ
ベ
ン
ト

検
索

右京区まちづくり支援制度審査委員会
土井勉委員長発表の様子

7
月
は
右
京
区
河
川
美
化

推
進
月
間
で
す

う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス

平
成
27
年
度
右
京
区
ま
ち
づ
く
り

支
援
制
度
支
援
事
業（
第
１
期
）決
定
！

エ
コ
ま
ち
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
く
！
33
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